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外国人 留学 生 に 日本語 を教える時 漢字系 ・非漢字系 という 底 別 が あ
る。早稲 田大 学語学教育研 究所所属 の留学生総数 は233名で ある(昭和59
年4月 現 在)。うちアジア系学生 の占めるパ`セ ンテージは83%と 圧 倒的
な数 にのぽる。 この 中でレ イ7ン ・チ ウジアラ ビア ・フィ リピン ・タイ等
の国 を除 くと,韓 国 ・台湾 ・中華人民共和国 の三国で,そ の86%に 達 す
る。 さらに,香 港 ・イ ン ドネシア ・シンガポ ール ・タイ等の華僑子弟 を加
えれぱ,優 に90%を 越 す もの と思 われる。ここで言 う漢字系学生 とは,こ
の ような,母 語 に漢字 が用い られてい る国 の出身学生,な らぴに華僑子弟
として二重 の言語生活 を送 って いる学 生 を便宜的 に指す ものである。
本研究所で は必 ず しも漢字系 ・非漢 字系の区別 によるク ラス編成 を行 な
っているわけで もないD。 ただ,英 語 ・ドイ ツ語 を母国語 とする学生 の大
多 数が・本研 究所 ではな く,国 際部に所属 して 日本 語 を学ぶ とい う早稲 田
大学 の事情 もあって,少 数 の例外を除けば,漢 字系学生 が大多数 を占める
とい うことになる。 ここで は,こ うした漢字 系の学生 の問に見 られ る顕著
な特徴 を,音 韻 ・発音 ・表記 ・文 宇等 の面 か ら眺 めて ゆくことに したい。
なお・一 口に漢字系 と言 って も,大 別 すれ ば中国語 圏 と韓国語圏 とに分 け
られ るで あろ う2)。しか も,中 国語 の場合 は さらに北方系 と南方系 とに大
1)昭和60年度からは初級 のクラス を漢 字 系 ・非漢字系 に分 けるこ とになっ
た汎 これは必ずしも制度としての区別 というわけではない。
2)学 問的には,漢 語および,朝 鮮語とい う言い方が正当であろうが,r般 的な
呼び方・留学生の実際等から・中国語,韓国語の名称を用いた。中国語にっいては,
方言によって通称が用いられているので,必 要な揚合それを用いることにする。
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別 でき,両 者 には音韻 ・発音 ・表記 ・文字等 の面 で,当 然 なが ら差 異 び存
在す るわけで ある。本稿 では,一 応r普 通話 」(北方官話 〉を中心 に して・随
時他 の方言を も考慮 に入れ なが ら話 を進 めるこ とに したい。
2
目本語 では母音 が5つ ある と考 え られてい る。 この5つ とい う数字 は 目
本語 の母音 に とって,非 常 に強い拘束力 を持 っている。 われわれ は 同 や
[o]などもすべて,エ ・オの範 疇に聞き取 る ような訓練 を受 けてい る3)。と
ころが,そ うした音 も言語 に よって は,母 音 の中の一 つ とな って いる こ と
もある。 普通話では,単 母 音 ・複母音4〕・鼻母音5〕を含 めて23の 母音 が あ
る6〕。広東語 では上記以外 に も,長母音 ・短母音 の区別7)があ って,全 部で
52種になる。 韓国語 も単母音 ・合 成母音 ・重母音 の合 計が21種 で ある8)。
日本語以外の これ らの言 語はいずれ も,単 母音 ・_重母音等 を含 んでい る
わけであるが,日 本語で は,二 重母音等 はすでに二音節二 拍 とな って,数
の中に入れ られていない。
こうした国々の学生が目本語を学習する場合,目多 くの母音の中から異な
った ものを消去 して頃けばよいので,母音習得においては,困難は比較的
3)関 東 北 部 等 の方 言 で ・[i]を[e]とした り・[k1を[t]とす る現 象 が あ るが,表
記 す る場 合,そ れ を混 同 す る こ とは少 な い。 家 庭 や 学 校 で の教 育 に よ る た め,訓 練
とい う こ とぱ を用 い たP
4)北 京 語 言 学学 院 編 『基 砒 汲 遷 深本 』 第 一 冊(外 文 出 版 社)お よ び香 坂 順 一 改 編
『中 国 語会 話 三 百 句』(光生 館 ・書 名 に あ る よ うに,北 京 語言 学 院 編 『汲培 三 百句 』 を
日本 向 け に改 編 した もの)の分 類 に よ る。a呈,ei,ao,ou,ie,Oe,lu,u呈が そ れ で あ
る 。
5)同4。an》enjn,unjn,ang}eng,ing,ongが相 当。
6)同4。 た だ し,介 音 を伴 ったia,ま艮o,ian等と,音 節 に 分 け られ な いzhi,
chi,shi,ri,zl,ci,s玉等 を数 えれ ば,50種 にな る。
7)中 嶋 幹起 『広東 語 四週 間 』(大 学 書 林)お よび 王 力 『廣 東 人 悠 様 學 習 普 通 話 』
(香港 萬港 語 言 出版 社)に よ る。
8)市 河 三喜 ・服 部 四郎 共 編 『世界 言 語概 説』(研究 社)下 巻 ・「朝 鮮 語 」の 項 お よ
び 河 野 六 郎 『河 野 六 郎 著 作集 』1・ 「朝 鮮 語一 般 」(平凡 社),大村 益 夫 「朝 鮮 語 の発 音
と構 造 一 日本 語 との比 較 対 照 一 」(早稲 田大 学 語学 教 育研 究所 ・講 座r日 本 語 教
育 」・第5分 冊 所 収)等 に よ る。
???
少ない と言 えるであ ろ う。 なお・それ でも該 当 しない母音 があって困難 を
感 じる時は,そ れを特別 に綜習 させれば よいこ とになる。実際 これ らの
言語の中で,日 本 語の母音 に含 まれ ない ものは,普 通話 のe[司 音 だけで
あ ろ う.enren]やei[ei],ian[ienlの中に含 まれてはいる ものの,単 独で
用 いる ことがないため,誤 って 発音 されるこ とがある9}。その他 は大概 目
本 語 と同 じである。ただ,言 語 によって は 日本語 の単母音 よ 参唇 の緊張度
の高 い ものがあ って,注 意 を要す る。特 に普通話 の揚合,ど の母 音 も唇 の
緊張度 が高 く,口腔内で の舌の動 きが鋭 い。事 実,目 本語の母 音はゆ るい形
の[a1・[ま]・[田ユ・[e]・[O]と書かれ る1Dlのに対 して,[△1・[i]・[ロ]・([e])・
[・]である。 こ うしわ母語 に引 きず られる形 の母音 の矯正 は・相 当早い時
期 に行 な う必要が あるわけで,テ キ ス トの センテ ンスが短 い初級 の 期聞
に・徹底 した訓練 を行 うべきであるこ とは言 うまで もない。
日本語 の子音 が細分 して25あ るmの に対 して,普通話 では2212〕(広東語
は1913♪,.福建語 では1814)),韓国語で は19あ るエ5〕。子音 の数 自体 はそれ ほ
どの差 はない と見 てもよいで あろ う。ただ,普 通話 ・韓 国語両語 を通 じて
最 も問題 にな愚のが,日 本語 の力行 ・ガ行,タ 行 ・.ダ行,バ 行 ・パ行 に含
まれる破裂音 である。 日本語 では,こ れ らは常 に方行 ・タ行 ・ハ行 の中に
含 まれ,同 じ系列 に在 るかのよ うに意識 されて いる。ところが,普通話 はじ
め広東語 ・福建語 を含 んだ中国語,韓 国語 にせ よ,無 声 と有声 との対 立 と
とらえ られ ている。普 通話 では,無 気音 ・有気音 の対 立 だけで濁音はない鋤
9)英 語の人名 「Erid{」を 「挨列克』(AiH邑kを)とするように,文頭の[e)音が発
音できない例 を筆者は見た。また,中国人歌手が日本語の歌詞の工音を[幻 音で歌
う例もあった。
10)『日本語教育辞典』(大修館書店)「母音」の項による。
重1)
12)
工3)
14)
15)
16)
注10に同じ。・
注4に 同じ。
注.7)・に二同じ。
王力 『廣東人忽様學習普通話』中の普通話との対照表による。
注8に 同じ
中国では有声音(声帯の振動 を伴うもの)を濁音と呼ぶ。 しかし,こ れは日
本語で言 う有声有気の濁音とは異なっている。 ただ 『韻鏡』 の分類による清 ・次
清 ・濁 をそのままの形で言い換えた言い方に従ってお く。
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が,広 東語 ・福建語等 では,無 気音 ・有気音 ・濁音 の対 立が あ 炉71,韓国
語 で も無気音 ・有気音 ・濃音 とい う三つ のの対立 が見 られ る鮒。 目本 語 も
ハ行 にだけは三つの対 立が あるが,上 記各語 に比べ るな らば,必 ず しも意
味の弁別 に重要な働 きをしている とは言 えない19)。
普通話 には濁音溝ない と述べたが,こ れ を裏返 しにすれ ば,北 方語系学
生 に とって濁音 は発音 し1こくい ことになる。 また,濁 音 を持 つ方 言 を話す
学生 につ いて言 うな らば,そ の混 同が起 りやす い。筆者 が担 当す る学 生 の
中に も,「答 える」を[kodaeruBこした り,「左」を[hitar三],「頭 が痛 い」を
[一gaid朗 な どとした誤 りを犯す例 が見 られた。
韓 国語 においては,特 に注意すべ き点が二つあ る。一 つは・有声 の頭子
音 がないこ とで ある20〕。つ ま り,語頭 に濁音 の来る ことがないので ある。古
代 日本語 に も語頭子音 はな く,漢宇 の流入 に伴な って発生 した と言 われる。
今一 つは,母 音 と母音 の間の 清音 は 逆 に有声化す るとい う現象で ある2D。
その有名 な例が 「下駄」 の発音で ある。 諾頭 には有声子音 が来 ないので,
[ge]は[ke]に変 り,母 音 間 の有声化 に したが って 〔ta]が[da]にな り,
[keda]となる。 これ が清濁 の転倒現象 である。 その他 に も・r泳 ぐ」 を
[oyokuJとした り,「日本語 のために」 を[一nodameni]等 とす る例 が
見受 け られた、「彼 は私 の友 だちだ。」 と言 う時,[Ga卑w艮一]と'[kare]
が 濁音化 した 例 もあ ったが,恐 くこれは 中国人学生 の誤 りとは 少 し違 っ
て,清 濁の転 倒現象 に気 がついてい たた め・却 って改悪 して しまった例 か
と も,思われ る。
こ うした清 濁の転倒 ・混 同の現象 は初級 のみな らず・上級 にな って も時
々見 られ るものであ るが,先 にも述べ たよ うに,日 本語で は五十音 図の中
で同 じグループ 比属 していて,「。』,「㍉ によって意味 が容易 に変化 する
17)注14に 同 じ。
18)注8に 同 じ。
19)「原 」 を 「ハ ラ」.と読 ん だ 窮 「バ ラ」・「パ ラ」 と読 む こ とが あ る。 英 語 に接す
る機 会 が少 な か った 老 人 層 な どに,「デ パ ー ト」 を 「デ バ ー ト」,「ベ ッ ド」 を 「ベ
ッ ト」 な どとす る清 濁 の 転倒 現 象 もあ る。
20)注8に 同 じ。
21)注8に 同 じ。
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ことを理解 させ る.ことも一法で あろ う。r韓 国語 を話す学生 には,日 本語
の法則 と韓国語 の法則の違い を説明すれば,濁 音についての難題 は解決 で
き る」 との大村益夫氏の教 授法が示峻的 である22)。』さらには,ひ らがな を
学 習す る時,何 回 も発音 させる ことによって,調 音点 を確認 させ ると とも
に・単語 として一つ なが りにな った もの として覚え させてゆ くこ とが肝要
力謝と、思われ る。
日本語 にあって,普 通話 の中にない もの として,拗 音 と長音 とがある。・
拗 音は 「きや」・「しや」・「ちゃ」・「にゃ」等 全部で36種類 あるが,基 本的
には拍数 が1で,文 字化す る時は,あ とに来 るヤ行 の語 を小文宇 で書 き表
わすこ とにつ いての指摘 を忘れて はな らな い。 普通話の併音 で,n・1・j・
q・xに 茸の付いた音 や,m・d・n.qな どにiuと い う介音+母 音 がづ い
た語 もあるが,拗 音 とは性 質が異な る23)。なお,広 東語 には長音 があるの
で理解 は しやす いが,拗 音 は普通話同様見 られない。韓 国語 の揚合 も広東
語 の場合 とよ く似 ているが,ズ[C・j1,柔[C旬,ス[CC]などの よ う1こ,サ
行 のサ が 「シャ」,「ジャ」,ス び 「シ ニ」・「ジ ュ上 タ行 の タ が 「チ ャ」ン
「ジ(ヂ)ヤ」,ツ が 「チ 三」,「ジ(ヂ)ユ」の よ うに拗音イヒした り,逆 に拗音
を直音化 した りす るこ とがある鋤。語彙数 が増 えるに したがって,拗 音 と
長音の混 同化 も目立つ。「旅行」 を 「りょうこ う』,「十分」 を 「ずぶん」・
「ず うぶ ん」,「小説 」を 「そぜつ」,「そ うせつ」 とす る類 いであ る。
日本語で長音 は,意 味 を識 別す る上で重要な ものである。 「戸」[to]と
「塔」[t61とを区別す るの は,音 の長短 による。普通話 の場合,音 の長短 は
意 味の識別 に何 ら関与 しないので,学 生 の長短母 音の発音 に注意 を払 わね
ばな らない。 しか し,広 東語 では母 音を長 く発音 した り,短 く発音 した り
することによって意昧の区別 を行 な うので ある251。韓 国語 の場合 は,普 通
22)同 氏r朝 鮮 語 の 発音 と構 造 目本 語 との 比 較対 照 一 一 」(前出)
23)例 え ば,[n]+[U]の場 合,[司 音 は あ くま で単 母 音 で あ 窮[u1と 団 の合 成
音 であ って拗 音 で は な い。 また,[m]+[i司も,・[iu1音は 閃 とい う介 音 に[uユ とい
う母音 が つ い た もの で,長 音 で は な い.
24)溝三8きこ同 じ。
25)注7に 同 じ。
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話 同様,音 の長短 は余 り影響 はない。 ただ,特 殊 な語音 には長短 の区別 が
あるが,数 は多 くない251。
アクセ ン ト.の面 では 目本 語 ・普通話 ・韓 国語 ども,音 の高低 によって意
味を 識別す る高低 アクセ ン トを執 るが27〕,むろんのこ と,そ のメカニ ズ
ムは異なっている。 例えば,中 国人 学生 は 「鈴木先生」 を[鎮zukisensei]
あ るいは[su1茄:lkisensei]と発音す ることが多 い。韓国人学生 の場合,無 核
ア クセン トであ るために,匡 面 面 詑盃壱i]などのよ うに言 う。 中国人学生
は所 謂 「尾高型」と 「頭高型」の折衷,「中高型」・「尾高型」の折衷 を執 り,
韓国人学生 はすべてを平板 に言 う 「平板 型」 アクセン トを執 るこ とが多 い
と言 える。 中国人学生 が何故前記二 形式 を執 るのかは,今 なお はり き りし
ないが,「四声」(広東語 では九声〉とい う高低 アクセ ン トを持 ってい るた
め,上 昇 ・下降 の程度が甚 しい上 に・音節 ご とに高低 の変化 を持 って いる
ため,そ れ らの影響 を受 ける とい う目こ ともでき よデ8}。その他,単 語 に付
く助詞 のアクセン トの誤 りは漢字系学生 のみな らず,日 本語 を学ぶ外国人
を等 しく悩 ませる もので ある。必 ず しもい ちい ち指摘 す る要はないが,初
級 の 文型練習時 に,数 多 く実例 と して提 供で きる よう教授者 が 配慮 した
い。
3
日本語の表記 には 「漢字 かなま じり文」が用 い られて いる。1輿6年 に制
定 されたr当 用漢 字表」 とr現 代 かなづか い」 が基礎 にな ってい るこどは
言 うまで もない。 日本語教科書が これ に基づ いて書かれてい る以上,古 典
作品 を読む のを除 けば,す べ てこれ によっているので あ り,留 学生 に対 す
る規準 もこれ にある。
26)大村氏によれば,「長音 ・短音による意味の対立をもたらす単語は,朝 鮮語
のなかで20くらいしかない」 と言 う(注8,同氏)。
.27)市河 ・服部共編 『世界言語概説』(前出)等による。
28)『目本語教育辞典`(前出),「アクセント」の項等による。
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そ もそ も,漢 字は中国の文 字であ って,一 字 に一音以上の音 と意味 とを
持 ち,し か も,時 代 の推 移 とともに,音 と意味 とを変 えて きた。現在 日本
で用 い られてい る漢宇音 はそれ が もた らされ た 時期 の違 いによって,「呉
音」・「湊音」・「唐 宋音 」の三種類 に分 け られる劉。漢字 に時代 を反 映 した異
な った読 み方 があるの は,.日本 だけの現象 と言 って もよい。 中国 にお いて
も・方言 とか確 音(読書音 も含 めて)を除けぱ・・共時的 に用 い られ ている3ω。
韓国漢宇音 の揚合・ 日本 と同様 に中国の影響 を受 けなが ら各時代 の漢字音
を受容 して きたが,元 代 以降の音 に つ いては新 たな移入 を行 なっ て い な
い鋤。 と言 うことは,そ れ以前 の音 を残 しているこ とにな るが,二 種以上
の読み違 えは していない と言 う32)。語尾 にp・t・k.とい う入声語尾 やm・
n・ngの対 立(陽音 の三対立)を残 して いる点で・広東語 ・呉語 ・福 建語 と
共通す る33〕。因み に,普 通話 では入声語尾 も陽音 の三対 立 もない3θ。
日本 の古代漢字音 では,陽 音 の対立 は別 な形で存在す るが,入 声 につい
て は,「 ふ」・「く」・「つ」・「ち」・「き」 とい う表記か らも判断 する ところ
がで きる細 。 こ うした入声音 の有無 は,促 音 の発音 とも一脈通 じる ことが
あ っで,普 通話系 の学生 が促音 を発音 す るのに困難 を伴 うこ とにつ ながる
のである。「売 っている」を[utei1ulと発音 した り,「繁殖」を[hansi:]と
29)藤堂明保r漢 語と日本語■(秀英出版)・第二章r日本の漢字音」に詳 しい。
30)方言や破読の中には,古代からの音を伝えているものもあるが,その言語が
用いられている限 りは,そ の時代の規範に従っている意味で共時的である。
31).2の注8に 同じQ
32)注31に同じ。
33)広東語にっいては,2の注フ,呉語については,中嶋幹起 『呉語の研究一
上海語を中心にして一 』・江芥省和上海市方言調査指芳緯編 『江 蒜省 和 上海市方
言概況』,福建語については,王力前掲書による。
34)北方系官話では元代に入ると,入声語尾のP・t・kおよび陽音のmが 消滅
し』同口寺に唇音vも 消滅した。
35)日本の古代漢字音では,nは 「ン」に・ngは「ウ」・mは 「ム」に対応 して
いた。
36)こうした入声音は子音の形で把握されず,一音節に数えられたために,厳密
な意味ではない。後に英語などの西欧語が入って来た時も,語末の子音は一音節 と
して数えられた。
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言 う例 か ら,次 のよ うな こ とが考え られ る。前者 は明 らかに促音 の欠 如の
現象 であるのに対 して,後 者 は 「殖 」(しょく〉とい う音 を普通話(zh云)・か
らの類推音[si=]に当てた ものであろ う。先 に述 べた ように,普 通話で は
入声 は消滅 しているか らである。ただ,そ の矯正 法 としては・拗 音 と同じ
く一拍 の間隔 を持 たせ るよ うにする以外 にない、
中国 では1949年,新中国成立 と同時 に,「文字改革協会 」がで き,文 盲
一掃 のため,字 体 の簡略化 およぴ 官一マ字化 が推進 されて きた3飛 この簡
略化 によって,「愛 」び 「愛」となった り,「賓」が 「寅」 となった りして,
同 じ漢 字を用 いる 目本人 を驚 かせた。1978年に出 された 「第二次簡化方
案 」では,簡 略化 は さらに推 し進 め られ,「雪」 を 「ヨ」 としたり,「意 」
を「忌」 とす るよ うな大胆 な もので あって,中 国人 を も驚 かせた と言 うが・
反対 が多 くて実施 には至 らなかった と言 う。 こうした簡化 運動 は 「識掌運
動」 にはか り知 れない効果 を もた らした ことは事実で ある。 目本で も旧漢
字 ・歴史 的かなづかい に戻せ とい う入 もい るが・そ うした ことが恐 らく行
なわれ ないの と同様,急 激 な変化はないであろ うが,簡 略化 は進 められて
ゆ くであろ う。ただ,両 国で別々に進 め られ たために,「宝」や 「参」な ど
の よ うに 全 く同形 の ものが あるかわ りに,「笈」が 「髪 」汀 発 」であ った
り,「旧」が 「帰」で あるよ うな,ち ょっと類 推の利 かない もの まで出 て来
て しま ったのである。 こ うしたことか ら,普 通話 系の学生 が簡体字 を使 っ
て書 く例 が少 なか らず見 受け られ る。 しか し,そ れ とは逆 に,今 なお繁体
宇(旧字)を用 いている台湾 ・香港の場合,つ い旧字体 で書 いて しま う例 も・
これまた数 多 い。 「計画」 を 「計劃」 と書 いた り,「触」・「独」 を 「燭」・
「濁」と書いた り,「予」を 「豫」,「付近」を 「附近 」 と書 いた りする。この
よ うな旧体字 は表記 の上 か らは正字である39)が,現行の辞 典 を引 くの に不
便 がある とい うこ とで,徐 々 に改め させてゆ くように指 導すれぱ よいで あ
37)中国語学研究会編 『中国語学新辞典』(光生館)・r漢字表(r)音化」および
「漢字簡化」の項による。
38)ア日本語教育辞典』・「字体」の項による。
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ろ う.教 授者 側が許容すべ き事項 なのである。
一方,韓 国で は1968年来,漢 字 の使用 をや めて全文ハ ングルで書 くこ
とが奨励 され てきた鋤。すで に朝鰭民 主主義共和国 では,漢 宇 が用い られ
な くなって久 しい.し か し,韓 国政府 が,若 年層 の漢宇離れ を うれ えた輿
論を容れて,再 び漢字 を使 うよ うになった炉,最 近 はまたハ ングル化 が進
め られてい る とい う鋤。今で こそ韓国人学生 を漢字 系学生 の中 に入れてい
るが,こ のままゆけば近い将来ペ トナム と同 じよ うに,非 漢字系 クラスに
編入 され る 日が来 るで あろ う。
なお,漢 宇 の字体 として,中 国人学生(台湾 ・香港 の学生 も含む)の問で,
r在」 を 「生」,「火」 を 「実」,「テ・」 を 「中」 といった 中国独特 の異体字
で 書 くケースがあ る.鋤 「田」や 「王」の書 き順 の違 い等 もよく見 かけ る
ものである。漢字 は 自分 たちの国の文宇で あるとい う自負 か らか,頑 なに
これを守 り通 す もの もいるが,異 体宇 ・語順 も含 めて,辞 書の引 き方 への
影響 の有無 を教授者側 が考慮すれ ばよいで あろ う。
ところで,字 体等 にっいてはよいと しても,同 じ漢宇 を使 っているか ら
といって も,異 な った 意味 に用 い られ ている ものがある こ と は,「手紙」
(ちり紙 の こと〉,「汽 車」(自動車 のこ と)の例 を引 くまで もあるまい崖21。実
際の幾業 の中で,次 のよ うな例 が見 られた。「日出」・「女人」・「日記簿」な
どは類推 が利 くであ ろう。それぞれ,「日の出」・「女性」・「日記帳」の意味
で ある。「畢業」・「科技」 は少 し分か りに くい。「卒業」・「科学技術」 のこ
とであ る。中華人 民共和国で生 み出 され る独特 な政治性 を帯び た ものは別
として,中 国語圏で共通 に使 われている もの も多 い点 を留意 してお いて よ
39)大村益夫 「中国人 ・朝鮮入に対する漢字語彙教育にっいて」(早稲臼大学語
学教育研究所 ・講座 「日本語教育」第一分冊)
40)同39。
41)杉山太郎 「長春の目本語教室」(月刊 『言語』1984,VoL13所収)にも同様の
記事が見える。
42)牧田英二 「中国語 ・日本語の漢字をめぐって 中国語の なかに移スされ
た外来語 としての日本語一 」(早稚更大学語学教育研究所 ・講座 「日本語教育」。
第10分冊)
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いであろ う・。次 の例 も中華入民共和国お よび台湾の学生 に共通 して見 られ
るものである。 「目文化 す る」・「翻訳 にな りたい」,これ は 「和文 化 す る」
あるいは 「日本語 になおす」,目「通訳 にな りた いゴ あるい は 「翻訳家(者〉に
な りたい」の意味になる。「崇洋」,「引入」とな って くると,漠 字 の持つ造
諾力 の巧 み さに驚か される。 それ ぞれ,「 西洋 を崇拝 する」,「あるこ とが
ら,文 章等 を引用 する」鋤 の意喋 とで あろ う。 日本人 に とって,一 番分 か
りやナい ようでいて分 か りに くいのが,日 本製漢語 が中国 に逆輸 出 され た
ものであ ろ う蜘 。 「場合」・「手続」 な どのよ うに同 じ意味 に用 い られ てい
るものは よいが,「思想交流」・「文化 水平」な どは,時 に よっては 「考え方」・
とい うよりは 「意見の交換」 の方が よい場合 もある。 「文化水平」 は 「文
化 の水準`よ りは 「教養 の程度」が よ りぴ った りす ることがある。
韓国語系学生 の漢 宇問題 は,2で 述べた よ うな発音 を除 けば,中 国系 の
学生 に比較 して小 さい と言 える。 目韓両国 の 「漢語摂取過程 が,比 較的類
似 してい る」㈲ ことに もよろ うし,日 本が戦前 に行 なった植民地政策 の悪
しき名残 りが影響 を与 えている とい うこ とも言 えな くもない。
このよ うにしてみ ると,漢 字学習 は語彙論 ・意味論 の学習 であるばか り
か,文 化 の学習で もある。それぞれ の文化 を背景 に しなが ら,冒漢字 の新 し
い意味がつ け加 え られてゆ くわけで ある し,そ うした文化 の理解 な くして
は譜彙の理解 はで きないであろ う。
追 記
本稿は昭和59年7月12日,早稲 田大学語学教育研究所主催の 「目本語
教育公開講座」で行なった 「漢字系学生の授業 と実際`と 題する草稿に基
づいて書いたものである。漢宇系学生の早稲田大学での実態にっきて述べ
43)r引 入 」 はr現 代 汲 語凋 典 』 に載 せ られ て い な い 。r引」 とr入 」 と をっ き合
わせ た形 で7訳 して み た 。
44)注 覗 に 同 じ。
45)大 村 益夫,前 掲二 論 文 。
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た上で,目授業時 におけ る様 々な問題点 の中か ら,音 韻 ・発音 ・表記 ・文字
について論 じてみた。会話 ・作文等 を通 じて散見 され る文法的な誤用例 に
つい ては触れ・るこ とがで きなか ったが,機 会 があれば,改 めて述べてみ た
い と思 う。
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